
騰
成
長
し
た
。

と
こ
ろ
が
十
月
中
旬
、
や
っ
と
入
手
で
き
た
文
句
廿
巻
は
、
全

篇
に
亘
り
十
如
実
相
の
色
が
に
じ
ん
で
い
る
許
り
か
、
そ
の
偉

容
、
並
に
「
解
題
」
「
解
説
」
に
圧
倒
さ
れ
、
九
信
一
疑
は
一
信

○
。
◎
○

九
疑
に
凋
落
し
た
。
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
、
十
如
実
相
は
す
で
に

千
三
百
年
来
、
中
・
朝
・
日
三
国
の
無
数
の
学
匠
に
伝
承
琢
磨
さ

か
り

れ
て
き
て
い
る
。
仮
に
、
そ
れ
が
異
解
誤
釈
で
あ
っ
た
と
し
て
、

し
た
が

今
、
天
台
大
師
が
章
安
・
妙
楽
を
左
右
に
従
え
て
再
来
し
、
訂
正

を
叫
ば
れ
た
と
て
、
も
は
や
、
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
ほ
ど
三
国
の
仏

教
界
の
基
盤
に
定
着
し
て
い
る
１
．
況
ん
や
、
誤
り
か
も
知
れ

つ
い
ら
く

い
と
い
う
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
か
！
私
は
墜
落
し
な
が
ら
そ
ん

な
こ
と
を
も
考
え
た
Ｉ
・だ
ら
く
と
ま

然
し
、
今
、
そ
の
堕
落
が
き
わ
ど
い
所
で
停
り
、
そ
こ
か
ら
下

ふ
さ

へ
は
ど
う
し
て
も
落
ち
な
い
。
見
る
と
大
坑
の
口
は
岩
盤
で
塞
が

は
だ
し

っ
て
い
る
。
私
の
裸
足
は
岩
肌
に
た
し
か
に
触
れ
て
実
感
し
て
い

、
、
、
、

る
。
私
は
そ
の
岩
盤
を
教
相
事
実
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。
祖
師
は

、
、
、
、
、

名
字
の
凡
夫
の
拠
所
は
教
相
の
一
字
一
句
に
あ
り
と
云
わ
れ
た
。

私
は
今
、
疑
念
と
信
念
の
乱
雲
交
錯
の
下
に
起
ち
つ
く
し
て
い
る

の
だ
が
、
口
に
は
出
さ
な
い
け
れ
ど
十
如
是
に
関
し
こ
う
し
た
体

験
を
持
つ
お
方
は
門
下
に
多
い
と
思
う
。
卒
直
な
る
意
見
交
換
を

望
み
ま
す
。
（
八
五
・
一
○
・
廿
三
）

中
期
大
乗
仏
教
に
お
け
る
菩
薩
思
想
の
主
要
な
資
料
で
あ
る

『
琉
伽
論
』
菩
薩
地
が
、
十
三
住
と
七
地
と
い
う
対
応
関
係
に
あ

る
二
種
に
ま
と
め
ら
れ
る
多
種
の
階
位
を
設
定
し
て
い
る
事
を
既

に
確
認
し
た
。
本
発
表
で
は
菩
薩
思
想
研
究
の
第
二
段
階
と
し

て
、
菩
薩
地
に
お
い
て
如
何
な
る
行
が
設
定
さ
れ
て
い
る
か
を
検

討
・
整
理
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
菩
薩
地
で
は
三
種
の
菩
薩
行
説
示
が
さ
れ
て
い
る
。
即

ち
、
第
一
に
は
初
持
琉
伽
処
十
八
品
中
の
自
他
利
品
以
下
十
六
品

の
総
摂
を
菩
薩
行
と
し
、
そ
れ
を
自
他
利
品
～
菩
提
品
の
所
学
処

・
力
種
姓
品
の
如
是
学
・
施
品
～
菩
薩
功
徳
品
の
能
修
学
に
三
分

し
て
い
る
。
第
二
に
は
第
二
持
随
法
聡
伽
処
の
住
品
所
説
の
十
三

住
が
菩
薩
行
を
摂
す
る
と
す
る
。
第
三
に
は
第
三
持
究
寛
職
伽
処

の
行
品
に
お
い
て
波
羅
蜜
多
行
（
十
波
羅
蜜
）
・
菩
提
分
法
行

（
三
七
菩
提
分
法
・
四
尋
思
・
四
如
実
智
）
・
神
通
行
（
六
神

通
）
・
成
熟
有
情
行
（
二
無
量
・
成
熟
有
情
）
を
四
菩
薩
行
と
す

『
琉
伽
論
』
菩
薩
地
に
お
け
る

菩
薩
行

清
水
海
隆
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る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
四
菩
薩
行
説
示
に
お
い
て
は
「
威
力

品
」
「
成
熟
品
」
「
如
前
説
」
等
の
語
句
が
散
見
さ
れ
、
四
菩
薩

行
と
初
持
聡
伽
処
中
十
六
品
の
説
示
と
の
対
応
関
係
が
予
想
さ
れ

ｚ
》
◎

そ
こ
で
四
菩
薩
行
か
ら
見
た
対
応
関
係
を
考
察
す
る
と
、
以
下

の
如
く
と
な
る
。
ま
ず
、
波
羅
蜜
多
行
の
六
波
羅
蜜
は
施
品
～
慧

品
、
方
便
善
巧
波
羅
蜜
は
菩
提
分
品
の
十
二
方
便
、
願
波
羅
蜜
は

同
五
種
願
、
力
波
羅
蜜
は
力
種
姓
品
（
及
び
建
立
品
）
の
如
来
十

力
、
智
波
羅
蜜
は
菩
薩
功
徳
品
の
四
種
施
設
建
立
と
対
応
す
る
。

次
の
菩
提
分
法
行
の
三
七
菩
提
分
法
は
菩
提
分
品
の
同
項
、
四
尋

思
・
四
如
実
智
は
真
実
義
品
の
各
項
と
対
応
す
る
。
次
の
神
通
行

は
威
力
品
の
六
神
通
と
対
応
す
る
。
そ
し
て
成
熟
有
情
行
の
二
無

量
は
菩
薩
功
徳
品
の
五
無
量
中
の
二
、
成
熟
有
情
は
成
熟
品
説
示

と
対
応
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
対
応
関
係
を
踏
え
て
三
種
説
示

を
再
考
す
る
と
、
第
一
は
菩
薩
行
項
目
を
多
出
し
た
菩
薩
地
品
々

の
構
成
面
か
ら
の
説
示
、
第
二
は
具
体
的
項
目
配
置
を
欠
く
が
、

行
果
と
し
て
の
十
三
段
階
の
階
位
面
か
ら
の
説
示
、
第
三
は
菩
薩

行
の
構
造
か
ら
の
説
示
と
整
理
す
る
事
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
菩
薩
地
の
菩
薩
行
中
の
中
心
は
ど
こ
に
置
か
れ
て
い
る

か
を
考
察
す
る
な
ら
ば
、
所
説
分
量
と
い
う
点
か
ら
は
、
菩
薩
地

総
品
数
二
八
本
、
更
に
は
初
持
職
伽
処
十
八
品
中
の
六
品
を
占

金
綱
集
は
第
二
祖
日
向
の
著
作
で
あ
り
身
延
門
流
第
一
の
秘
書

に
ち
じ
ゆ
う

と
い
わ
れ
て
い
た
。
真
間
起
請
文
は
顕
本
法
華
宗
の
派
祖
日
什
の

う
つ
し
じ
よ
う

書
い
た
も
の
と
伝
え
る
も
の
で
、
現
在
そ
の
「
写
状
」
が
京
都
本

山
立
本
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

従
来
こ
の
二
つ
は
全
く
無
関
係
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
筆
者

め
、
内
容
構
造
と
い
う
点
か
ら
は
統
一
的
な
九
段
構
造
に
よ
っ
て

整
理
さ
れ
て
い
る
六
波
羅
蜜
を
そ
の
第
一
と
す
る
。
六
波
羅
蜜
に

関
し
て
は
、
行
品
が
四
菩
薩
行
概
説
の
後
に
詳
説
を
加
え
て
お

り
、
ま
た
勝
又
俊
教
博
士
稿
「
中
期
大
乗
仏
教
に
お
け
る
菩
薩
思

想
の
構
造
論
的
考
察
Ｈ
」
に
お
い
て
、
従
来
の
六
波
羅
蜜
思
想
の

集
大
成
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
菩
薩
地
所
説
の
菩
薩
行
と

し
て
そ
れ
ら
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
事
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ

る
Ｏ
尚
、
菩
薩
行
各
項
目
と
行
果
と
し
て
の
菩
薩
の
階
位
と
の
対
応

関
係
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
す
る
。

き
ん
こ
う
し
ゆ
う
ま
ま

金
綱
集
と
真
間
起
請
文山

口
晃
一

(I42)


